
インターネットは1997 年 も順調に伸び、ブー

ムは続いた。世界および日本におけるインタ

ーネットのあいかわらず急ピッチの普及ぶり

は、表1 にも見ることができるだろう。ただ、

イヤーウォールの内側にあるホストコンピュ

ータがカウントに入らない傾向が強まってい

ることである。ホスト数では、日本は97 年1

月 よりアメリカに次いで世界２位 になってい

る。しかし人口当たりの普及率（ホスト数）

では、表２のように、フィンランドなどの北欧

諸国には遠く及ばず22 位 にしかすぎない。こ

れは、日本ではインターネットがまだまだ普

及する余地が大きいことを意味する。一方ド

メイン数は、欧米ではものすごく多くなった

が、これは割り当てが大幅に自由化され、と

くにｃｏｍはどんな名前でもよくなり、誰でも

取れるようになったためである。しかし、わ

が国では、ドメイン名の割り当てはあいかわ

らず厳しく、簡単には取れないようになって

いる。

以下では、1997 年 の1 年 間 を振り返り、

インターネットでどんな展開があったかを

10 大ニュース的にまとめてみたい。
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表1　 この1年間のホスト数などの伸び

成長比

ドメイン数
一

日本 のホスト数

1997 年
-
6,155 万 （１月

====　 ＝㎜㎜㎜
82.5万 （１月）
-

73.4 万（ １月）

1998 年
-
2,967 万 （１月 ）

1,038 万 （１月 ）

-
117 万 （ １月）

12.5

１ ．６

●ＪＰＮＩＣの会 員数151 社 （96 年10 月)  234 社('98 年2 月27 日〉

● 日 本の アクティブインターネット利 用者 数884 万 人 （97 年 末 ）［ＡＭＩ社 推 定］

ぐネットワ ークウィザード社 資 料 を元 に作成り
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日 本 の イン ターネッ ト利用 者 数 の推 移

９８年２月 ９８年６月　１２月　 ９９年６月　 １２月

⑥'Access Media International, 1998

日本のインターネット利用者数 は98年2 月末時点で1,000 万人を越 えた。

この表を見るときに注意しなければならない　　 表２　人口1万人当たりのホＺ卜数（98年1月）

のは、ファイヤーウォールの普及により、ファ
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ＮＴＴがＯＣＮ（Ｏｐｅｎ Computer  Network)

の名 のもとに、ＩＳＰ（プロバイダー事業）に

本格的に参入したのは、96 年 の12 月、 クリ

スマスの日であった。首都圏で実際にサービ　3000

スを始めたのは９７年４月以降であるが、その

後、徐 々に専用線利 用者 の数 を伸ばし、　2500

128kbps 中心 ながら専用線利用者の数では

すでにわが国最大手 になっている。これは、　2000

なんといっても、（スループットには問題があ

るものの) 128kbps で 接 続料 金が月額　1500

38,000 円と安いからである。

一方、プロバイダーの数は、郵政省への届　1000

け出数は2,500 社 を越えており、過当競争に

なっている。このため、アスキーネットのよ　　500

うに、パソコン通信のみならずプロバイダー

事業からも撤退するところが出てきた。こう　　
０

した事業者のう匈汰は今後も続くことであろう。

ペットがメ ール を運 んでく れる ポストペットが人 気 に。

ＳＯ一冂ｅtはコンテ ンツプロバ イダ ーとして 、 インタ ー

ネット の新 しい利 用 者 層 を開 拓 し た。

c1997-8 SonyCommunication  Network Co.
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( 郵政 省 の資料 を元 に作成)

郵政省に届けを出している国内プロバイダーは2,500 社を越 えたが撤 退するところもあった。
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常時接 続を提供するＯＣＮとＯＤＮの契約数は順調 にのびた。
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30

ブラウザーの機能については、ネットスケ

ープ社のNetscape Communicator とマイ

クロソフト社のInternet Explorer （ともに第

４版）との間で激しい拡張競争が展開された。

その中で最も話題になったのは、プッシュ型

（自動プル型）の陦報配信機能か両 ブラウザ

ーに取り入れられたことである。プッシュ技

術はいろいろあるが、マリンバ社のプッシュ

技術では、Java などで書かれたプログラムを

サーバーからクライアント（パソコン）に送

りつけてすぐ実行させたり、部分的に更新さ

せたりすることも可能になっている。

|Internet Explorer4.0 の ア クテ ィブ チ ャン ネ ル（ 上 ） と

Netscape Communicator のネットキャスター（下 ）はウェ

ブブラウザーで受信 するプッシュ型 情報配信 サービス。 ネッ

こ　トキャスターの画面はasahi.com NewsCard から｡
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インターネットの利用者数がわが国だけで

1,000 万人 を越すほど普及するにつれ、パソ

コンよりも簡単に扱えるインターネット機器

が求められている。 そこで出てきたのが、

ＷｅｂＴＶのようなテレビにつながる端末機（８

メガバイトメモリ、１ギガバイト程度のディス

クやモデムを内蔵）およびＮＣ（ネットワーク

コンピュータ、モデムはあるが、ディスクは

なし）である。前者はお茶の間用、後者は

イントラネット用に開発されている。 ＮＣはサ

ーバーに依存する端末だから、それだけでは

単独で使えないという問題があり、テレビ端

末は解像度が640 ×480 ド ット（ＶＧＡ相当）

以下という問題を抱えている。また、後者に

は、とくにテレビ放送併用の場合、テレビ蕕丿

面を意識したホームページが必要であり、家

庭向けの隋報サービスも必要になる。それが

どこまで整備できるかが、今後の普及のカギ

となる。

W

ll

テレビにつないでインターネットを利用 する

端末機WebTV が日本 でのサービスを開始した ， WebTV の画 面
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伊那市 でxDSL の技術実験 が行われた､、xDSL は電 話用のメタリックケ

ーブルを利用して高速通信 を実現するため、新 たな設備投資 を必要と

しない点で期待 されている。ＮＴＴもつくば市にあるアクセス網研究所で

ＡＤＳＬの評価試験 を行っている。
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(ＮＴＴの資 料 を元 に作成)

97 年 に起 きたの は、モデ ムの 高 速 化 で ある 。

一 般 の 電 話 モデ ム で は 、伝 送 速 度56kbps の

製 品 が多 く 発 売 さ れ た 。 ま た 、ＰＨＳ用 の 通

信 カ ー ド は 、97 年 ４月１日 よ り デ ジ タ ル方 式

(ＰＩＡＦＳ) で32kbps に な っ た。　さ ら にISDN

用 のＴＡ( タ ーミナ ル アダ プ タ ー) で は 、 マル

チリ ン ク方 式 が 実 用 化 さ れ 、２チ ャネ ル を同

時 に使 っ て64kbps χ2  =  1 28kbps の通 信 が

可 能 に な っ た。

左 上 の 写 真 は こ の 種 のＴＡ を 内 蔵 し た

ＳＯＨＯ( 小 規 模 オフ ィ ス･ ホ ー ム オフ ィ ス) 用

の ル ータ ーであ る 。 こ れは、 ＤＳＵ( デ ータサ ー

ビ スユ ニ ット) 、２ポ ート のＴＡ、ル ータ ー 、３な

い し は４ポ ート の ハブ( 集 線 装 置) を オ ール イ

ンワン の低 価 格 機 にし た驚 く べき 製 品 で ある 。

こ うし て､ 家 庭 で も128kbps まで の 通 信 は

可 能 に な った 。しか し､１秒30 コマ でＶＧＡフル

ス クリ ーン の ビデ オ が見 たい と な る と 、Real

Player やＶＤＯＬｉｖｅの 画 像 圧 縮 方 式 で は

500kbps が 必 要 と な る の で128kbps で は ス

ピ ード が足 りない 。 そこ で､ 家 庭 で も使 える高

速 ア クセ ス回 線 とし て９７年 に実 験 が行 われ た

のが 、 次 の3 方 式 で あ る。

■ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）

下りは10～30Mbps 、上りは128kbps 以上

■デジタル衛星放送

下りは30Mbps 、上りは電話かISDN

■ＡＤＳＬ（非対称デジタル加入者線）

下り1.5Mbps 、上りは64kbps

このうち、ＣＡＴＶによるインターネット利

用は一部でサービスが始まった。 ＡＤＳＬは普

通の電話用の銅線をデジタル・モードで利用

するもので、長野県伊那市の農村電話網や

ＮＴＴで実用化実験が行 われている。しかし本

当の実用化には、料金体系やユニバーサル・

サービスになりにくいなどの点で困難も予想

される。



97 年 に新 たに登 場 し たの は 、MEX  ( メデ

ィ アエ ク ス チ ェ ン ジ 株 式 会 社 一電 力 会 社 系 ）

とJPIX 社 （日 本 イン タ ーネ ット エ クスチ ェ ン

ジ株 式 会 社- ＫＤＤなど が 参 加 ） の2 社 で ある 。

従 来 、 インタ ーネ ットの相 互 接 続 は 、 慶 應 大

学 ＷＩＤＥプ ロジ ェ ク トのＮＳＰＩＸＰ （Ｎｅtｗｏrｋ

Service　Provider　Internet　 ｅχchange

Point) で 実 験 的 に行 われ て きた が 、 こ れ も

いよ いよ 商 用 化 の時 代 に入 っ たわ けで あ る 。

こ れと 並 んで９７年 に 出 て き たのは 、 サ ーバ

ー ホス テ ィン グお よび マ ル チ フ ィ ード （ＭＦ）

200M

というサービスである。前者はプロバイダー　　5 叨Ｍ

によるサービスで、コンテンツ提供会社が自

社内にサーバーを置くのではなく、一次プロ

バイダー（東京インターネットなど）の設備

としてサーバーを運用するもの。後者はマル

チフィートを行う会社 （インターネットマル

チフィード）が、オーディオやビデオのコン

テンツ配信のためのサーバーを用意したうえ

で、プロバイダー各社と高速回線で結び、プ

ロバイダーのアクセスポイントから直接利用

者に情報を配信する方式である。これだとイ

ンターネット内部の混雑にはあまり左右され

ずにオーディオやビデオ映像の配信が可 能と

なる。インターネットの混雑を緩和 する方式

として注目される。

400
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写真は97年12 月に行われたSPEED のライブ映像。これは大規模インタ

ーネット放送のシステムを手がけるJストリームが利用 された。
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－ドがあれば公衆電話でも高速通信 ができる。

地下鉄 でよく見 かけるＰＨＳのポスター｡97 年４月からＰＨＳで32kbps の

データ通信 ができるPIAFS が拈 まっだ。

1995　　　　1996

モバイル利用人口 の伸び

→
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1997 1998　　　　1999　　　　2000　　 年

（ＭＣＰＣ［ モバイルコンビＪ一テｆング推 進コンソ ーシアム］ の資 料 を元に作成 ）

出張先でf吏うインターネット端末は多様化

が一段と進んでいる。超小型機( ＵＳ囗ボテ

ィックス社のPalm Pilot な ど) 、 電子手帳

(シャープのザウルスなど)、数社のWindows

ＣＥ端末などが個人に利用されている。通信

手段は、9.6kbps の携帯電話機 か32kbps の

ＰＨＳ電話であるが、これらの通信速度はさら

に向上しそうになっている。
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Windows  CE を搭 載 し たCASSIOPEIA
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イントラネットは社内のインターネットで

あるが、VPN  (Virtual Private Network)

の機能を使えば、日本各地あるいは海外にあ

る支店をインターネットで結んで広域のイン

トラネットを作ることができる。さら｛こSOHO

も同 様に結べば、在宅勤務もやりやすくなる。

上記のＶＰＮを異企業の間で構成したものが、

電子取引のためのエクストラネットである。

97年 はイントラネットの構築が進み、エクス

トラネットの導入が始まった年といえる。

1997 年
N=769

朧59.0%
朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧

ノ：･25.3%

エクストラネットの普及度

圜27.6%　　　 〉ﾔ

回

1998 年　

回 目

コ1
N=1,318

回 轍
十 上

9｡4％

2｡1％

■ ■1.6 ％

12.0%

圜 一　 匸9.8 ％

イントラネットの普及度

24.4%

30.7%

麟 構築の予定はない

口 わからない

構築の計画中

構築済み

■ Ｕ 中

27.5%

26.5%
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イン ターネット白 書'98. インプレス
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クレジットカードと電子マネーぐビザキャッシュ） が一 体化 したカード’を

使って実際 の店舗で買い物 ができる｡，

電子マネーには、IC カード型のものと、物

理的なカードを使わないネットワーク型のも

のとがあるが、インターネットで重要なのは、

もちろん後者である。欧米では、ｅキャッシ

ュ（デジキャッシュ社）やサイバーコイン

（サイバーキャッシュ社）がすでに実用化され

ているが、わが国はまだである。　しかし97 年

には、メーカー連合によるSECE 方式（銀行取

引に対応した決算方式）や、ＮＴＴグループに

よるスーパーキャッシュなど、いくつかの方

式の実用実験が盛んに行 われた。

電子マネーの利用ヵ９釜く要望されているの

は、電子出版やゲームなどの販売においてで

ある。電子出版では、アドビシステムズ社の

PDF  (Portable Document Format) の日

本語版が97 年 に利用可能となり、日本語を

含むきれいな文書がホームページをとおして

配布できるようになった。ＰＤＦの大きな特徴

は拡大・縮小が自由なことで、ＰＤＦで表現

されたホームページの中には8倍 にまで拡大で

きるものがある（渡辺印刷の浮世絵カレンダ

ー）。電子出版では、１ページいくらといった

形で販売が行 われるから、少額支払いの可能

な電子マネーが必要なのである。



フ ァ イ ヤ ーウ ォ ール や 暗 号 技 術 の 発 達 で 、

技 術 的 には イ ン ター ネ ット は安 全 に 使 え るよ

うに な りつ つ あ る が、 パ スワ ード の 設 定 の ま

ず さな ど から 、 クラ ッカ ーに 侵 入 さ れ る例 は

あ と を た た ず 、 ９６年 １０ 月 に 設 立 さ れ た

ＪＰＣＥＲＴ/ＣＣ ［二］ン ピ ュー タ緊 急 対 応 セン タ

ー） に届 出 の あ った 不 正 ア クセス 件 数 は徐 々

に増 え てい る 。 ま た 、 メ ール やホ ー ムペ ー ジ

による誹 謗 中 傷 、 スパ ムメ ール （不 特 定 多 数

に大 量 の メ ール を 送 付 す る こ と）、 子 供 に見

せたく ない ペ ージ など の 増 加 や著 作 権 侵 害 が

社 会 問 題 に な った。 米 国 では 、 そ うし た有 害

情 報 が提 供 さ れ たと き はプ ロ バ イダ ーをも 処

罰 する とい う内 容 を含 む通 信 品 位 法 （ＣＤＡ）

が、 米 国 で い っ た ん は上 下 院 を 通 過 し た が 、

こ れは憲 法 違 反 とい う判 決 が 出 て 、 廃 案 と な

った。

250

200

1 ０0

｜

薬物販売事件 ２件 名誉毀損事件 ２件

1997 年 のコ ンピュ ータネ ットワ ーク利 用 犯 罪 検 挙 数

に警察庁の資Ｕ を元に作成）

JPCER/CC への不 正 ア クセ ス届 け出 件 数 の推 移

(JPCERT/CC の資料を元に.忤成 一
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IPv6 搭載 のAlpha Server 800 （日本ＤＥＣ）

嚮贈贈贈姉麟
.edu
一 一.com

大学関係組織

企業

･90V-
.net

政府関係組織

ネットワーク管理組織

.mil
-
.org

軍関係組織

その他の組織

.int 国際組織

謝娼詛翩翩織贈麟鱇鱗繼 二
.firm ビジネスまたは会社

.shop 商品を販売する企業

.web ＷＷＷに関連する活動を強調する組織

.arts 文化的および娯楽的な活動を強調する組織

.rec
-
.info

レクリエーションまたは娯楽的な活動を強調する組織

情報サービスを提供する組織

､nom 個別のまたは個人の名前を希望する者

現在、ＩＳＯＣを中心とするトップレベルドメイン名の拡大 へ向かって準備 が進 められている

→
ｉ 酊 ｔＷ畄ｔ ｂ ｋ ６

97 年 には、前年 に引き続き、次世代 イン

ターネット・プロトコルIPv6 に対 応したルー

ターやソフトウェアの開発が進 められ、実用

化 への気運が高まってきた。またトップレベ

ルのドメイン名（9TLD ） の拡大については、

ＩＳＯＣ（インターネット・ソサエティ）を中

心に議論が進められ､firm 、shop 、ｗｅｂ、

info 、arts 、rｅｃ、ｎｏｍの7 つを新設するこ

とになった。　同時に、ｇＴＬＤの割り当てにつ

いては、アメリカでは従来のネットワークソ

リューションス壮 による独占が崩 れ、今春か

らは世界中で88 社 の登録業者 （レジストラ

ー）が新ドメイン名にもとづく割り当てを手

分けしてやることになった。日本では、PSI

Japan 社 および東 京インターネット社が名乗

りをあげている。jpドメイン名への割り当て

は従来どおりJPNIC が行う。 IPv6にもとづく

128 ビット（現在のIPv4 で32ビ ット）の新IPア

ドレスを誰がどう割り当てるかは未定である。
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